
公園の景観守り隊！！
～那覇市公園ボランティア
　　　 　　　 協定書調印式～

2011年（平成23年）11月 8

ニ
ュ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
N
A
H
A

ニ
ュ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
N
A
H
A

～慶祝訪問～

祝！ 平成23年度
市内新百歳64人

11月期の国宝特別展示  企画展にあわせ琉球国王の儀式用衣裳 (10/21～11/9)と王子･王妃の衣裳(10/28～11/30)展示！  (那覇市歴史博物館 ☎869-5266)

　

９
月
29
日（
木
）、「
那
覇
市
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
書
調
印
式
」が
行

わ
れ
、市
は
、久
建
工
業
株
式
会
社
、極
東
興
和
株
式
会
社
、株
式
会
社
大

米
建
設
、株
式
会
社
那
覇
電
工
、株
式
会
社
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
の
５
社
と
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、企
業
の
み
な
さ
ま
が
公
園
の
清
掃
な
ど
を
行
い
、

そ
の
活
動
を
と
お
し
て
都
市
景
観
の
美
化
、地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。今
回
協
定
を
結
ん
だ
企
業
の
み
な
さ
ま
は
、こ
れ
ま
で

も
公
園
の
清
掃
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
団
体
で
す
。

　

９
月
23
日（
金
）、翁
長
市
長
が
、今
年
新
百
歳
に
な
ら
れ
る
當
間
嗣
孝
さ

ん
宅
を
訪
ね
、長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

現
役
時
代
に
は
空
手
を
た
し
な
ま
れ
、古
典
音
楽
の
師
範
も
さ
れ
て
い
た

と
い
う
當
間
さ
ん
は
、現
在
、子
や
孫
、ひ
孫
、や
し
ゃ
ご
に
囲
ま
れ
て
、元
気

に
在
宅
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

 

翁
長
市
長
は「
元
気
な
お
姿
を
拝
見
で
き
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
長
生
き
し
て
、み
ん
な
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」と
声
を
か

け
、祝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

～第16回なぐやけの碑慰霊祭～
鎮魂と平和希求の祈り

　

10
月
10
日（
月
）、若
狭
海
浜
公
園
内
の「
な
ぐ
や
け
の
碑
」で
慰
霊
祭

（
那
覇
市
連
合
遺
族
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

降
り
し
き
る
雨
の
中
、参
列
者
は
戦
没
者
の
御
霊
に
黙
と
う
し
、鎮
魂
の

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。沖
縄
戦
の
悲
惨
な
実
態
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
今

日
、な
ぐ
や
け
の
祈
り
が
平
和
希
求
の
象
徴
と
な
り
、世
界
平
和
の
発
信
地

と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

　
「
な
ぐ
や
け
の
碑
」に
は
、本
市
出
身
戦
没
者
2
万
9
千
余
柱
の
名
簿
が

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

～第41回那覇大綱挽まつり～
国際色豊かに

　

10
月
８
日（
土
）か
ら
10
日（
月
）の
３
日
間
、「
第
41
回
那
覇
大
綱
挽
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日（
日
）に
は
、メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
那
覇
大
綱
挽
が
行
わ
れ
、ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
大
会
で
来
沖
し
た
海
外
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
も
参
加
し
、総
勢
約
27
万

５
千
人
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。約
43
ト
ン
、長
さ
2
百
メ
ー
ト
ル

の
大
綱
を
挽
き
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、制
限
時
間（
30
分
）内
に
勝
負

が
つ
か
ず
引
き
分
け
と
な
り
、こ
れ
ま
で
の
通
算
成
績
は
12
勝
12
敗
14
引
き

分
け
と
な
り
ま
し
た
。

那覇市歴史博物館
那覇の歴史・
文化を体感！
那覇の歴史・
文化を体感！62

琉
球
国
王
尚
家
の
人
々

　

〜
海
を
渡
っ
た
宝
物
〜

尚
王
家
の
人
々

那
覇
市
市
制
施
行
90
周
年･

　
　
　
　
　

国
宝
指
定
5
周
年
記
念
展

た
ま
う
ど
ぅ
ん

し
ょ
う
ひ
ろ
し

や
な
か

　

明
治
政
府
に
よ
り
華
族(

侯
爵)

に
列
せ

ら
れ
、東
京
居
住
を
命
じ
ら
れ
た
尚
泰
は
、

1
8
7
9
年
5
月
27
日
に
上
京(

6
月
9

日
東
京
着)

、麹
町
富
士
見
町
に
邸
宅(

東

京
尚
家
邸)

を
賜
り
ま
し
た
。尚
泰
37
歳
の

時
で
す
。1
8
8
4
年
8
月
沖
縄
に
一
時

戻
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
沖
縄
の
地
を

踏
む
こ
と
な
く
1
9
0
1
年
8
月
19
日

東
京
に
て
死
去
、享
年
59
。遺
体
は
沖
縄

に
運
ば
れ
、王
家
の
陵
墓｢

玉
陵｣

に
葬
ら

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、息
子
尚
典
の
死
去

（
1
9
2
0
年
沖
縄
に
て
）に
際
し
、先
骨

さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
泰
の
死
後
は
、尚
典(

尚
泰
長
男
、20

代
当
主)

、尚
昌(

尚
典
長
男
、21
代
当
主)

、

尚
裕(

尚
昌
長
男
、22
代
当
主)

と
代
々
侯

爵
家
を
継
ぎ
、貴
族
院
議
員
な
ど
を
務
め

ま
し
た
。特
に
21
代
当
主
尚
昌
は
、沖
縄

で
生
ま
れ
な
が
ら
も
幼
少
で
上
京
し
、後

に
イ
ギ
リ
ス･

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に

進
み
ま
し
た
。帰
国
後
宮
内
省
式
部
官
と

な
り
、妻
を
前
小
倉
藩
主
小
笠
原
家(

伯
爵

家)

か
ら
迎
え
る
な
ど
、更
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
し
た
が
、1
9
2
3
年
35
歳
の

若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。遺
体
は
上
野

谷
中
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
代
当
主
尚
裕
氏
は
、1
9
1
8
年
東

京
に
て
出
生
。幼
く
し
て
父
の
跡
を
継

ぎ
、侯
爵
と
な
り
ま
し
た
。東
京
帝
国
大

学
文
学
部
卒
業
、海
軍
大
尉
。終
戦
後
は
、

東
京
に
遺
さ
れ
た
王
冠･

唐
衣
装
な
ど
琉

球
王
国
の
宝
物
の
保
存･

管
理
、さ
ら
に

は
沖
縄
戦
で
大
き
な
被
害
に
あ
っ
た
尚
家

所
有
の
玉
陵･

崇
元
寺･

識
名
園
な
ど
の

復
興
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。1
9
9
2
年

に
玉
陵･

崇
元
寺･

識
名
園
を
、1
9
9
5

年
か
ら
96
年
に
か
け
尚
家
文
書･

美
術
工

芸
品
を
、那
覇
市
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。尚
家

に
伝
わ
っ
て
き
た
王
国
の
文
化
遺
産
の
行

く
末
を
見
守
っ
た
か
の
よ
う
に
1
9
9
8

年
沖
縄
に
て
死
去
し
ま
し
た
。享
年
80
。

遺
骨
は
伊
是
名
島
の
伊
是
名
玉
陵
に
葬

ら
れ
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
市
歴
史
博
物
館

(

パ
レ
ッ
ト
く
も
じ

4
階)

☎
８
６
９・５
２
６
６

壺屋焼物
博物館
開館時間10時～18時
（入館は17時半まで）

月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館

☎862-3761 6862-3762

大正時代から平成までの作品を中心に、壺屋焼のシーサーと龍を展示
します。

11月3日（文化の日）は無料開館 

シーサー&龍の展示会
日11月1日(火)～11月6日(日)
主催 壺屋やちむん通り会

場 壺屋焼物博物館3階 企画展示室 
費 無料

「2011第7回壺屋やちむん通り祭り」の開催に合わせて、壺屋焼物博物館
を無料開館します。 当日は壺屋やちむん通り各所で様々なイベントが開
催されます!博物館で壺屋焼の歴史を学んでから壺屋のまちを歩けば、焼
物や壺屋地域の新たな魅力を感じられるはず。ぜひお立ち寄り下さい!

尚泰 二男  尚寅
(1866～1905)

尚泰 長男  尚典
(1864～1920)

尚泰 四男  尚順
(1873～1945)

尚典 長男  尚昌
(1888～1923)

しょうてん しょういん しょうじゅん しょうしょう


	08

